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１ 総合計画の概要 

（1）総合計画の位置づけ                               

総合計画は、時代の潮流を見極め、複雑化・多様化する市民ニーズを的確に

把握し、より政策効果を高めた事業展開が図られるよう、めざす将来像を明ら

かにし、その実現に向けたまちづくりのための最上位計画となるものです。 

本市は、昭和 45 年に最初の総合計画となる「広島町総合開発計画」を策定

して以来、6次にわたる総合計画を策定し、社会情勢の変化等に対応した総合

的、計画的なまちづくりを着実に進めています。 

 

策定年度 基本構想、基本計画 まちづくりのテーマ、めざす都市像 

S45 広島町総合開発計画 「自然と創造の調和した豊かな都市」 

S56 広島町新長期総合計画 「自然と創造の調和した豊かな都市」 

H3 
広島町 2000 年基本構想 

広島町第 3次長期総合計画 

●めざす都市像 

「自然と創造の調和した豊かな都市」 

「心のふれあう確かな小都市」 

H13 
北広島市総合計画 

～きたひろしま 21 創造プラン～ 

●まちづくりのテーマ 

「自然と創造の調和した豊かな都市」 

●めざす都市像 

「健康安心都市」「交流文化都市」「活気発展都市」 

H23 北広島市総合計画（第 5次） 

●まちづくりのテーマ 

「自然と創造の調和した豊かな都市」 

●めざす都市像 

「希望都市」「交流都市」「成長都市」 

R3 北広島市総合計画（第 6次） 

●まちづくりのテーマ 

「自然と創造の調和した豊かな都市」 

●めざす都市像 

「希望都市」「交流都市」「成長都市」 

 

（2）北広島市総合計画(第 6次)について            

現在の総合計画（第 6次）においては、令和 3年度から令和 12 年度までを

計画期間とし、「自然と創造の調和した豊かな都市」をテーマに、「希望都

市」・「交流都市」・「成長都市」の 3つのめざす都市像を掲げ、「豊かな自然」

「利便性の高い都市機能」「交通の要衝」などといった本市の個性を生かし、

快適な生活環境の形成に努めるとともに、将来にわたって着実に成長する魅力

あるまちづくりを推進しています。 

その中でも特に重点的に取り組むべき施策については、「重点プロジェク

ト」に位置付け、分野の異なる施策や事業を一体的に展開し、総合的な成果を

あげることを目指しています。 
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２ 中間見直しの方針 

 

（1）中間見直しの必要性と位置づけ                      

総合計画（第 6次）の計画期間は 10 か年とし、長期的なまちづくりの基本的

方向を示すものですが、計画期間中の社会経済情勢の変化などを踏まえ、必要に

応じて中間年度（令和 7年度）での見直しを行うこととしています。 

なお、総合計画は「基本構想」「基本計画」「推進計画」で構成され、中間年度

の見直しについては、「基本計画」を中心に見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）中間見直しの基本的な考え方             

 現計画の中間見直しに当たっては、現計画との連続性を考慮しつつ、以下の

視点から検討し、必要な見直しを行います。 

 

① 基本構想 

 総合計画を構成する「基本構想」のうち、「まちづくりのテーマ」「めざす都

市像」はまちづくりを進める上での根幹であることから、今回は見直しの対象

とはせず、「将来目標人口」「土地利用」「地区のまちづくり」について、必要

に応じて加筆修正を行います。 

 

将来目標人口                               

 前期計画から取り組んでいるボールパーク構想の推進、駅西口周辺エリアの

活性化及び民間開発等によって、今後、居住誘導となる受け皿が新たに確保さ

れていく見込みです。一方で、人口減少・少子高齢化は計画策定時から進行し

ていることを踏まえ、人口動態の実績値及び人口推計については、時点修正を

行うとともに、将来目標人口の点検を行います。 
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土地利用                                 

 都市計画マスタープランとも整合を図りながら、必要に応じて修正を行いま

す。  

 

地区のまちづくり                             

各地区が直面している課題や状況を点検するとともに、今後 5カ年の新たな

課題や基本方向を整理します。 

 

② 基本計画 

 

重点プロジェクト                             

 持続可能な行政運営を図るため、定住人口の増加を中心とした「人口増加プ

ロジェクト」を重点プロジェクトとして継続して設定することとし、基本計画

の分野別計画に掲げる施策の点検を行う中で、今後 5カ年で重点を置くべき施

策について検討します。 

 

分野別計画                               

 分野別計画は、めざす都市像の実現に向けて 6つの基本目標を設定し、34 の

政策（節）で組み立てられています。基本目標における現状と課題や基本的方

向を市民意識調査や基礎データを基に各部・課で点検を行い、今後 5カ年の新

たな課題や基本的方向を整理します。 

 また、整理された現状の課題や基本的方向を推進するため、施策について見

直しを検討します。 
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（3）項目別見直し内容                 

項目 見直し内容 

■序論 

1 計画策定の趣旨  計画見直しの趣旨を追記 

■基本構想 

5 将来目標人口 
 人口動態の実績値及び人口推計の時点修正 

 将来目標人口の点検 

6 ボールパーク構想と連携

した新たな価値の創造 

 開業前としての表現を開業後に文言修正 

 愛着からシビックプライドへの転換 

7 土地利用  都市計画マスタープラン(第 2次)との整合を図る 

8 地区のまちづくり 

 各地区の現状や課題を点検 

 地区の基本的方向を整理 

※分野別計画の点検作業の中で実施 

9 施策体系 
 スポーツ振興を教育からまちづくりへの政策(節)

へ転換を検討 

■基本計画 

2 国土強靭化における本市

の取組  新型コロナウイルス感染症への対応を削除し、直

近の社会情勢等を追記 3 新型コロナウイルス感染 

症への対応 

4 重点プロジェクト 

 「人口増加プロジェクト」を重点プロジェクトと

して継続 

 今後 5か年で重点を置くべき施策を検討 

      ※分野別計画の点検作業の中で実施 

5 分野別計画 

 施策体系図 

 基本目標における現状と課題や基本的方向を点検 

 今後 5か年の新たな課題や基本的方向を整理 

 整理された現状の課題や基本的方向を推進するた

め、施策について見直しを検討 

 施策の見直しに伴い、施策体系図の修正 
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中間見直しの手法 

 

（1）点検方法について                    

 

① ステップ 1（令和 7年 1月～3月） 

 市民意識調査及び基礎データ調査を庁内共有 

 2025 子ども会議の開催及び結果を庁内共有 

 上記の結果等を参考に主要施策 110 区分（6章-34 節-110 施策区分）を

所管する各課単位で「総合計画（第 6次）中間年度の点検表」を作成 

 

② ステップ 2（令和 7年 4月～8月） 

 市民会議の開催及び結果の共有 

 まちづくり関係団体会議（商工会等）の開催及び結果の共有 

 企画課にて各課で作成した総合計画（第 6次）中間年度の点検表を取り

まとめ 

 市長選後に市長公約を施策へ落とし込み、改定素案（修正箇所のみ集

約）を作成 

 改定素案を庁内及び審議会にて検証（1回目、2回目） 

 

③ ステップ 3（令和 7年 9月～令和 8年 3月） 

 企画課にて改定原案（現計画への修正箇所を落とし込み）を作成 

 改定原案を庁内及び審議会にて検証（3回目） 

 パブリックコメントの実施 

 議会への報告等 

 総合計画改定版の完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見直しに当たっての具体的な視点】 

ア 前期計画の検証（ステップ 1） 

 前期計画での各施策による成果や課題を評価検証した上、現況と課題、基本的方

向、施策を点検し、必要箇所の修正を検討する。 

 

イ 時代の潮流、社会経済情勢の変化への対応（ステップ 1） 

 新たな時代潮流や現計画に盛り込まれていないビジョン等との整合を図る。 

 

ウ 市長公約（ステップ 2） 

 令和 7年 7月に予定している市長選後の市長公約と総合計画との整合を図る。 
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（2）中間見直しの体制                    

①庁内体制 

庁議 

 市政の重要事項の審議、事務事業の総合調整 

 

総合計画庁内推進会議 

 総合計画素案・原案の審議及び決定 

構成：委員長（副市長）、委員（部長職） 

 

② 外部組織 

総合計画推進委員会 

 現総合計画(第 6次)の見直しにおいては、まちづくりの根幹である「基本構

想」を維持することからも、長期総合計画審議会は設けず、学識経験者らで構

成する総合計画推進委員会において、見直しに対する意見や助言を得て、検討

する。 

 

③ 市民参加手法 

総合計画における中間年度の見直しにおいては、以下の手法によって市民参

画を促す。 

 

市民意識調査（令和 6年 9月） 

市民意識やニーズを把握し、前回調査時から意識の変化や、まちづくりの課

題がどのようにシフトしているかを捉え、見直しの基礎資料とする。 

子ども会議（令和 7年 1月） 

北広島市子どもの権利条例に基づき、まちづくり及び施策について、子ども

会議を開催し、子どもが意見を表明し、参加する機会を設ける。 

市民会議（令和 7年 4月） 

無作為抽出による市民会議を開催し、一般市民の声を聞く機会を設ける。 

まちづくり関係団体会議（令和 7年 5月） 

市内の商工会、観光協会、社会福祉協議会、消費者協会等の様々な分野の関

係団体を一堂に会し、まちづくりに関する横断的な意見交換の場を設ける。 

パブリックコメント（令和 7年 12 月～令和 8年 1月） 

総合計画(第 6次)の改定案について、パブリックコメントを実施する。 
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（3）中間見直しのスケジュール             

 

年度 月 庁内作業 推進委員会 市民参加 議会

12
・庁内推進会議（12/20）
　※見直し方針の決定

・R6第1回推進委員（12/19）
　※見直し方針の共有

1 ・子ども会議の開催

2 ・R6第2回推進委員会
　※市民会議テーマ検討

・市民会議のテーマ決定

3

・市民会議に向けた無作為抽
出（1,000件）、参加依頼送
付、参加希望取りまとめ、抽
選、結果通知

・議会への報告

4
・市民会議の結果まとめ

・市民会議の開催

5
・まちづくり関係団体会議の開
催

6

・R7第1回推進委員会
　※市の評価、意識調査、市民
会議　を踏まえ、見直し内容の
取りまとめ結果を経過報告

・議会への報告

7
・北広島市長選
　※市長公約の落とし込み

8
・庁内推進会議
　※改定素案の決定

・R7第2回推進委員会
　※改定素案の検証

9 ・議会への報告

10

11

・推進計画（内示）
・改定原案作成
・庁内推進会議
　　※　改定原案の決定
・庁議（パブコメ前）

・R7第3回推進委員会
※改定原案の確認

・議会への報告

12

1
・庁内推進会議
・パブリックコメントの結果公表

2 ・庁議（パブコメ結果、議案）

3 ・総合計画改定版の完成 ・議会への上程

Ｒ7

R6

・現総合計画の点検と

評価（2/17締切）

①所管する各課単位

で中間年度の点検表

を作成

②課題等の整理

③庁内ヒアリング

第1次 改定作業

※点検作業結果や

意識調査、推進委員

会の提言を踏まえた

今後5年間を見据え

た施策を検討する。

第2次 改定作業

※第1次改定作業や

推進委員会の検証を

踏まえ再度検討。

推
進
計
画
の
作
成

提言

総合計画改定素案の結

果を反映させて推進計

画を策定する。

パブリックコメントの実施

※推進計画・総合計画改定案

12/1～12/31


